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IntroIntro
• オーストラリア北部では

広範囲の火災が頻繁に発生

様々な悪影響

火災の発生を抑制してしまえばよい！

→火災の燃料が蓄積してより強烈な火災が

発生してしまうおそれあり

高頻度な火災による被害or低頻度で強烈な火災による被害

バランスを考える必要がある！！



目的目的

火災による樹木の応答を

・火災レジーム

・火災強度

・個体サイズ

・functional type（機能型）

の４つの観点から分析する。



調査地調査地

オーストラリア北部

カカドゥ国立公園・Kapalga Research Station

• 乾季６月～９月

• 優占的な植生 熱帯サバンナ森林地帯

• 主な優占種 フトモモ科ユーカリノキ属

個体数：２２４０（樹高＞３ｍ or   DBH＞３cm）

観察期間は１９９０～１９９５年

・



• 乾季の初期に起こる火災（6月上旬）

3区画 9プロット

• 乾季の後期に起こる火災（9月下旬）

3区画 9プロット

• 火災なし 3区画 2区画 6プロット

• 予定外の火災 1区画 4プロット

1994年９月出火

各区画（15～20km2）各プロット0.1ha



Method    Method    ③樹木の生残判断と構成③樹木の生残判断と構成

樹木の生残 or 幹の生残 or 枯死
の３つに分類する。

• 樹木の生残
→epicormicや地際からの萌芽

• 幹の生残
→樹冠や幹からの萌芽

• 4分の3が落葉性・樹冠はユーカリノキが優占
functional typeを6つに分けることが出来る

①常緑性のユーカリノキ ②落葉性のユーカリノキ
③ユーカリノキ以外の常緑樹 ④ヤシ・常緑性
⑤ユーカリノキ以外の落葉樹 ⑥アカシア・常緑性



MethodMethod ④④火災の影響の評価＆統計処理火災の影響の評価＆統計処理

• 火災の影響の評価‐基部面積の割合の変化

‐樹木の生残具合

（火災レジーム・強度・サイズ・functional type）

• ロジスティック回帰による分析

従属変数・・・樹木の生残

独立変数・・・個体サイズ（DBH）、分類群

火災レジーム

→それぞれとの関係をグラフで予想！



Result  Result  ①火災強度①火災強度

• 平均的火災強度

初期火災・・・２２００kW m⁻¹
後期火災・・・７７００kW m⁻¹

• 予定外の火災

おそらく～２２０００ kW m⁻¹
→最大級の後期火災でも１８０００ kW m⁻¹
＝とても大きな火災強度



Result  Result  ②樹木に対する影響②樹木に対する影響

•火災なし＆初期で
基底面積は増加

•後期＆予定外の火災では
基底面積は減少

→特に予定外で



ResultResult ③統計処理③統計処理

火災レジーム
＆

Functional type
において優位差あり

この２つの関係を
グラフで予測



ResultResult ③統計処理③統計処理ーー予想図予想図ーー

樹木全体の生残率はそんなに変わらないが、
幹の生残率は火災レジームで大きく異なる



Result Result ③統計処理③統計処理ーー幹の生残の予想図幹の生残の予想図ーー

(a)Functional typeによる違い (b)ユーカリノキ間の違い

(c)落葉性間での違い (a)では、ユーカリノキ以外の樹木の生残
率が低い。(b)ではユーカリノキの中で

も落葉性、常緑性で生残率がばらばらで
あり、(c)落葉性の中では生残率はばらば

ら。



考察考察

• 火災レジームごとの火災強度の違い

→火災燃料の蓄積によるもの

• 樹木の生残と幹の生残の大きな違い

→調査地の樹木は萌芽などによる

火災抵抗性が高い。

• ユーカリノキ以外の落葉性樹種は

火災による影響を受けやすい

→開葉時期の後期火災は特に！！



考察考察

• 幹の生残とDBHの関係

DBHがそれぞれ以下の時は枯死率が高い

→２～３０cm 萌芽率とのオフセット

リグノチューバー（根部の木質塊）

からの萌芽

→４０ cm ～

シロアリによる被害



まとめまとめ

• unplanned fireの反復数が足りない！！

• 火災の頻度は多様性に影響する。

• 頻度を減らすと火災強度が上昇

初期火災を起こして燃料を

意図的に燃やすべきである。


